
協定留学近況報告書 

記 入 日 2022年 10月 25日 

留 学 先 大 学 ヨーク・セント・ジョン大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2022年9月－2023年6月 

明 治 大 学 で の 所 属 国際日本学部 国際日本学科 

学年（出発時本学での学年） 学部 3年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜ

ひ次の学生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

留学報告書を読むことで、授業や街の様子を想像していました。もともと一人暮らしで自炊や掃除に慣れてい

たので、外国でも普段通りの生活ができたことはよかったと思います。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：Student-Visa 申請先：UK ビザセンター 

ビザ取得所要日数：2~3 週間 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：約 62,000 円 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

留学先大学からメールで送られた入学許可証（CAS）のファイルをアップロードしました。 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

渡航者情報などを入力するインターネット申請をした後、ビザセンターの来館予約をネットで行います。指定

された書類を持参して来館し、書類を提出したのち顔写真と指紋を取りました。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

面接はありませんでした。 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

インターネット申請では細かな情報（海外滞在履歴など）を入力する必要があり、時間がかかりました。日本

の人が書いたイギリスビザについてのサイトは、物によって書かれている情報が違うので、イギリス大使館と

ビザセンターの情報に従うのが良いと思います。一人暮らしの人は、書類や情報を実家に問い合わせる必要が

あるため準備に時間がかかると思います。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

寝具は寮についていましたが、コロナウイルスの影響で調理道具は置いておらず、現地で全て揃える必要があ

り大変でした。日本よりも寒くて乾燥しているので、冬服を多く持っていくといいと思います。現金は割り勘

をするときに持っておくと便利なので、もっと準備しておけばよかったと思いました。 
  



Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 JAL、Lufthansa 

航空券手配方法 
JAL のサイト 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 マンチェスター空港 現地到着時刻 午前 8 時 25 分 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配

の出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 35 時間 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

大学がバスを手配してくれました。 

大学到着日 9 月 17 日午後 5 時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 大学からメールで送られる寮の申し込みフォームを利用しました。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

大学の指示に従ったため、渡航前に確定していました。トラブルはありませんでした。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 到着日から授業開始日までの間の約一週間 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 全員必須のオリエンテーションが一つ設けられており、その他は任意参加でした。街

での暮らしや勉強の仕方についてのアドバイスをもらえました。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 9 月 26 日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

ありませんでした。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

ありませんでした。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

インターネットバンクを開設しました。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

在日中に海外で使えるプランに加入したため、購入していません。   



Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（6 月     日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった       なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

履修登録の方法がメールで送られてきたので、その内容に従って選択・登録しました。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

履修変更は授業開始後二週間まで可能でした。 

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
                                          

9:00 
 レクチャー        レクチャー             

10:00 
 レクチャー        レクチャー             

11:00 
 勉強                          

12:00 
      勉強       レクチャー                   

13:00 
 日本語授業

ボランティ
ア 

      レクチャー                   

14:00 
        セミナー セミナー             

15:00 
勉強       勉強 セミナー セミナー 勉強 勉強 

16:00 
勉強       勉強 勉強       勉強 勉強 

17:00 
                  セミナー                   

18:00 
                  セミナー                   

19:00 
                                          

20:00 
      水泳サーク

ル 
                              

21:00 
      水泳サーク

ル 
                              

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          

  



Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

ヨークのキャンパスはこじんまりしていますが、どの建物も設備が綺麗で過ごしやすい雰囲気です。図書館は

24 時間利用できます。カフェスペースや落ち着ける場所も多いです。私が住んでいる寮（City Residence）は

大学から徒歩 10 分以内と近いので通いやすいです。小さな観光地である街の中心部へも徒歩圏内で、スーパ

ーが多いので生活はしやすいです。また、夜に出歩ける程度に安全で治安の良い街で、街並みは綺麗です。た

だし寒いです。曇りが多いですが雨の日は意外と少ないです。 

留学開始前と現地到着後共に、大学へ向けたメールの返信は早く留学生のサポート体制も手厚いです。 

授業は、例外はありますが一授業につきレクチャー（講義のみ、大人数）とセミナー（ディスカッション主体、

少人数）を受けます。セミナーに向けて、記事や論文を事前に読む必要がある授業が多いです。事前課題の量

は選択授業によってまちまちです。時間割は履修登録時には確認できなかったため、現地に到着してから履修

変更をする留学生はたくさんいました。 

推奨される現地到着日から授業開始日まで一週間ほどあり、その間に留学生に向けたワークショップや、現地

の学生も含めたウェルカムパーティー等のイベントが毎日開催され、新しい友達を作る良い機会でした。

Society（日本でいうサークル）はたくさんあり、留学生も多く所属しています。キッチンを共用しているフラ

ットメイトとは多くの時間を過ごすので、初めからとても仲良くなりました。 

大学で日本語を勉強している三年生のクラスへ向けたボランティアを週に 30 分間していました。現地の友達

を作る良い機会でした。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

授業や日常会話は全てイギリス英語で、想定していたよりも聞き取るのが大変でした。アクセントも人によっ

てまちまちなので、慣れるのも大変です。ただ、イギリス英語の聞き取りやネイティブが使うスラングなどを

中心に勉強するよりも、簡単に使える表現で自分の考えを話すアウトプット力をつける方が役立つと思いま

した。相手が何を言っているのか聞き取れなくても、なんとなく会話の内容に沿った話をすればなんとかなる

ことが多いです。何も言えなくなる時が一番気まずくなりました。 

留学先で新しい経験を得られるのは当たり前ですが、日本にいる間からいろいろな経験や遊びをしておくこ

とも会話のネタになるので重要だと思います。イギリスの大学に応募できる程度のスコアを持っていれば、現

地の生活についてそれほど心配する必要はないと思いますが、現地の学生の話すスピードについていくのは

大変です。それでも、会話を楽しむにあたっては語学力よりも人間性や積極性が鍵となると思います。そこそ

こ長い時間を過ごすので、イギリスの学生・留学生に関わらず、自分が一緒にいて楽しいと思える人を探すの

が良いと思います。 

 


